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先 公社トップページ　→　研修・セミナー・講習会のお知らせ

東京都知的財産総合 ンター セ

　名児耶さんは、さまざまなメーカーやデザイナーたちとコラボレーションをすることで、数多くのヒット商品を
世の中に送り出してきました。「デザインを活用して世の中を元気にしたい」という自社の経営理念を軸に、どうす
ればデザインによって企業や商品がよくなるのかを模索・提案しています。
　「まだまだデザインを見た目の美しさをつくることだと捉える人が多いが、今は違う。価値を生むためのトータ
ルなサポートを行うのがデザイン」だと、名児耶さんは話します。姿かたちだけを整えるのではなく、どうやったら
売れるのか、どうすればみんなが欲しい商品になるのかまでを考えるのがデザインだという考え方を、これまで手
掛けた多くの事例を元に、商品化までの舞台裏も含めて紹介しました。
　セミナーの終わりには受講者に向けて「必ずデザインが世の中を元気にさせていきます。自信を持って、楽し
んでいきましょう」とエールが贈られました。
　「design」とは、相手のことを大切に思って行動する事。日本語で最も短く言い表す言葉は「愛」だ、と話す名
児耶さん。まさにご自身がデザインの力を信じ、楽しんで取り組んでいる様子が伝わってくるセミナーとなり、内
容に深く共感する受講者も多かったようです。
　今回ご紹介した「デザイン導入支援セミナー」は、定期的に開催しています。今年度は下記のスケジュールで残
り2回を開催いたします。詳細は決定次第、公社のホームページや、ネットクラブ会員のメールマガジンなどでお
知らせいたします。無料で受講でき、デザイン初心者向けの内容になっていますので、少しでも興味のある方は
ぜひ一度受講してみてはいかがでしょうか。

「東京都デザイン導入支援セミナー」のご案内「東京都デザイン導入支援セミナー」のご案内
日　時 ： 平成25年11月25日（月）13時半～15時半（13時開場）
場　所 ： 東京都産業労働局秋葉原庁舎 3階 第1会議室
テーマ ： 「3Dプリンタ」の登場で中小企業のものづくりとデザインはどう変わる?（仮）
講　師 ： 株式会社ケイズデザインラボ 代表取締役／3Dコンサルタント　原 雄司氏

日　時 ： 平成26年2月14日（金）13時半～15時半（13時開場）
場　所 ： 東京都立産業貿易センター 浜松町館 2F 展示室
　　       　  ※公社主催「ライフサポートフェア」と併催予定

第2回「東京都デザイン導入支援セミナー」を開催しました
東京都は、これからデザインに取り組もうとする中小企業に向けて、年4回「東京都デザイン導入支援セミナー」
を無料開催しています。去る9月19日（木）、今年度の第2回目となるセミナーが開催されました。今回のテーマ
は「デザインを武器に商品を売る！販売戦略まで視野に入れた製品開発」。講師には株式会社アッシュコンセプト 
代表取締役でありデザインプロデューサーの名児耶秀美（なごや ひでよし）さんをお招きしました。

セミナー・イベントのご案内 セミナーレポート

当日はメーカーや製造業の
経営層の方々だけでなく、
サービス業や卸売業、デザ
イナーまで幅広い受講者が
聴講しました。

※日時と場所はあくまでも予定であり、変更の可能性があります。詳細が決定次第、公社ホームページやメールマガジンなどで公開
　いたしますので、最新の情報をご確認ください。

講師は株式会社アッシュコ
ンセプトの名児耶秀美さん。
受講者の中には、名児耶さ
んの話をぜひ聞きたいと足
を運んだ方も多かったよう
です。

第3回第3回

第4回第4回

公社トップページ　→　公社事業案内　→　デザイン支援事業

事業戦略支援室　デザイン導入・活用支援事業担当
TEL：03-3832-3660　E-mail：senryaku@tokyo-kosha.or.jp

　東京都知的財産総合センターでは、著作権・特許出願・知財戦略など、知
的財産に関する無料セミナーを毎月開催しています。今回は９月１２日に開
催されたセミナー「戦略的な特許調査の進め方～開発・改良を成功に導く
ために～」の様子をお伝えいたします。本セミナーは弁理士の伊藤夏香氏
（アイエヌ知財特許事務所）を講師にお迎えし、特許調査の必要性や場面に
応じたIPDL（特許電子図書館）の活用方法が解説されました。

　セミナーの序盤は、製品を開発・製造・販売する際に
あらかじめ特許調査をすることの必要性が説明されま
した。
　調査によるメリットとしては、例えば、他社の特許権
の侵害防止や研究開発の二重投資防止のリスク軽減
など、過大なコストを抑止できるほか、将来得られるで
あろう利益を守れることが最近のニュースなども交え
て挙げられました。
　特許出願する場合には、出願前だけでなく出願審査
請求前にも調査を行うことで、出願前は公開されてい
なかった技術が確認できます。この調査結果によって
は、審査請求の要否を検討することや、従来技術との
差異を把握し発明のポイントを浮き彫りにするために
特許請求の範囲を再検討することなどの対応ができ
ます。

　中盤からは、場面に応じたいろいろなIPDLの使い
方と、引き出した情報の活用方法が、身近な特許製品
を使って紹介されました。「IPDL」は特許や実用新案
などの情報を検索できるデータベースで、インター
ネット上から誰でも無料で利用できます。IPDLの検
索結果を分析し、図やグラフなどにわかりやすく視覚
化した「パテントマップ」についても説明され、受講者
はよりいっそうの理解を深めました。
　また、IPDLから引き出した公報をどのように読めば
良いか、先行調査や侵害確認などの場面別に解説され
たほか、素早く発明を把握するためのコツなどもレク
チャーされ、内容の充実したセミナーでした。

戦略的な特許調査の進め方
～開発・改良を成功に導くために～
戦略的な特許調査の進め方
～開発・改良を成功に導くために～
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調査 調査

IPDL（特許電子図書館）を活用しよう

調査結果は開発や事業戦
略など以外に「発明の価
値算出場面でも利用しま
す」と伊藤氏。
（講師の伊藤夏香氏）

出願後に公開された
技術の確認

・審査請求の要否検討
・特許請求の範囲再検討

知財セミナーの募集は
１５ページから！
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を開催しました。
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